
研究余滴

トマス・モア生誕500年記念とソヴェトのモア研究

田村秀夫噂

r=，-ートウピア』の著者トマス・モア生誕の年は，父ジョン・モアの残したメモに

より r国王エドワード4世治世の第17年，聖母マリアのおきよめの祝日 (2月2日

のキャンドルマス〕のあとの第1金曜日 2月7日」ということまでは確認できる。

だが 2月7日が金曜日なのは1477年であり，エドワード4世の治世第17年は1478年

である。そこでそアの生誕の年について.1477年説と78年説とが可能となる。国際ト

マス・モア協会の事務局長で機関誌「モレアーナ」の編集長であるマルハド pールは，

r500年記念祭を前にしても，生年は大した問題ではない。エラメムスの生年も確定

されなかったから，世界は4年間にわたって (1966-69)彼の500年祭を祝った。彼

のロンドンの友人の記念祭が2年にわたることを喜ぶべきではなかろうか」。と述べ

ており.1977年から78年にかけて世界各地でモア生誕500年記念の行事が催された。

1977年2月8日にイリノイ大学で500年記念祭が行なわれたのを皮切りに円 10日と

1i日にはニューヨーク市のフオーダム大学で ((50<咋記念コンファレンス》が開催さ

れ，その内容は同大学の機関誌「思想』の記念号叫に発表された。 4月には12日から

17日まで6日聞にわたる国際会議が，国際トマス・モア協会とドイツのトマス・モー

ルス・アカデミーの主催により， フランスのアンジ""-で開かれベ秋になると. 9 

月5日から10月14日までロンドンのギルドホール図書館で展示会が開催され.11月23

日にプリュツセル自由大学のルネサンス研究所が記念シンポジウムを行なった。さら

に11月25日から翌78年3月12日にかけて，ロンドンのナショナノレ・ポートレイト・ギ

ャラりで画期的なモア展《主のよきしもべ，サー・トマス・モア.1477/8-1535))が

関かれ，記念講演や出版も行なわれた目。

1978年になると，このそア展と並行して 2月にはオーストラリアのメルボノレンと

シドューで記念祭や講演会が行なわれ 3月23-26日にはシドニーのマックワリ一大

学で開催された歴史家会議でそアが扱われたほか. 8月まで各地で記念の催しがあっ

た。またニュージーラ γドでもシンポジウムや講演会が行なわれた。

ヨーロッバでは，アイルランドのダプリンで5月24日から4日間にわたり記念シン

ポジウムが開かれたほか.ポルトガルでも記念講演その他が行なわれた。さらに，ア

傘たむらひでお中央大学経済学郎
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メリカ合衆国で記念行事が行なわれたが，そのうちでも重要なものは，ワシントンの

ジョージタウン大学で開カ通れた国際会議《トマス・モアーーその人と時代》であり，

英・独・仏からの報告者も加わって. 6月22日から4日間にわたって行なわれた的。

わが国での記念行事は，まず，日:本トマス・モア協会が1977年の夏45日聞にわたっ

てイギリスとベルギーにおけるモアの跡を訪ねる《トマス・モア巡礼》を行ない，

英・仏のモア研究者7lとの交流を深めた。それは1977年2月と1978年2月のちょうど

中間の時期であり，モアの生年についていわば「折衷説J8)をとる結果となった。ま

た，日:本トマス・モア協会は『トマス・モアとその時代.lI9)の記念出版も行ない. 78 

年にはその他にも記念の出版物10)が刊行された。さらに，社会思想史学会は.1977年

10月の中央大学における大会で，シンポジウム《ユートピアの成立》を行ない11九年

報「社会思想史研究』創刊号がく研究展望〉としてそアを特集した問、

このように世界各国が生誕500年記念を祝わった1977・78年において，ソヴェトの

研究はどのような対応を示したであろうか。 r偉大なヒューマニストでユートピア社

会主義者トマス・モアの生涯と作品は，ずっと以前からソ同盟においても外国におい

ても大きな関心を喚ぴ起こしてきた。ソヴェト社会主義共和国連邦においてだけでも，

著名なモアの「ユートウピア』は6版を重ね，その印刷部数は約40万部に達した」叩

と，現代ソヴェトを代表する研究者オシノフスキーが指摘していることからも，当然

その具体的な反応が予想される。

1977年にオシノフスキーは「現代のプルジョア歴史記述におけるトマス・モアの遺

産の研究について」という論文を発表しているが凶， これはとくに生誕500年記念を

意識したものではない。というのは，ソヴェトでは，モアの生誕について1478年説を

とっているからであり，彼自身，翌1978年に出版された「ユートウピア』の序論とし

て書いた「トマス・モアと彼の rュートウピア.!Jにおいて.r最近の研究者は.1477 

年2月6日と1478年2月7日をトマス・モアの2つの可能な誕生の日付けとしている

が，大多数は後者の日付けに傾いているJ15lと主張している。そして，その訳者カガ

ンの論文「トマス・モアの「ユートウピア』のロシア語訳について」では. r1978年

2月は，偉大なイギリスのヒューマニスト， トマト・モアの生誕から500年になるJ18)

と断定している。彼の『ユートウピア』の新訳は生誕500年を記念に出版されたもの

である。

きて生誕5∞年を記念するソヴェトの行事は， まず1978年3月21日，ソヴェト科学

アカデミー主催のもとに，レニングラードで記念のコンファレγスが行なわれ，つい

で5月29日には，同じく科学アカデミーの主催でそスグワにおいて記念会議が開催さ

れた1730そこでの報告は，のちにみるように rrユートウピア』の著者の5∞年を記

念して」出版されるが， その編者ルーチ zンプルーFによれば rソヴェト歴史学は，

士 59"で



トマス・モアの諸著作，活動および社会主義の学説と世界文化の歴史におけるそアの

役割の全面的，客観的研究できわだっている。モスクワとレニングラードの記念会議

で発表された報告を編集したのが，この論文集であるJ1Blと説明している。この論文

集の出版は1981年になるので，まず1978年の記念出版からみていこう。

1978年には，記念出版としてカレーヴァの論文「草命以前のフランスにおけるそア

の「ユートウピア』山などもあるが，単行本は，まず『ユートウピア」の新しい訳が，

カガンの手でラテン語から行なわれ，カガンとオシノフスキーの評註，およびオシノ

ブスキーの「トマス・モアと彼の「ユートウピアJJ を付して刊行された'Ol。訳者に

よれば「有名なモアの著書『ユートウピア』は，何回かロシア語に翻訳されてきた。

最初の翻訳は18世紀末に現われ，最後のものは1978年に現われたJ'1lのである。

続いてオシノブスキーが，これまでの研究を集大成した『トマス・モア一一ユート

ピア共産主義，ヒューマユズム，宗教改革一一J22lを，この年に記念出版する。ここ

でもヒューマニズムを「プノレジョア的啓蒙の最初の形態J'3lとするエンゲノレスの規定ー

から出発するが，欧米の研究成果を十分摂取した展開が行なわれている。 r20世紀イ

ギリスの歴史記述におけるトマス・モアJ"l(1962年〉や「トマス・モアの「ユート

ウピ7.J1とその批評家たち」却 (1968年〉の論文で欧米の研究に対する幅広い考慮を

示し.w'モレアーナ」へ寄稿した「ロシアにおけるトマス・モアの『ユートウピアJJ'6l

(1969年)と「ソ同盟におけるモアの著作の稀観本J'り (1970年)にみられる書誌的研

究の成果は，前著 rトマス・モア』泊l(1974年)の最終章「結びにかえて」に総括さ

れているが，それは新著の第1章「史料と史料編纂」に継承されている。モアの誕生

日について「少なくとも作業仮説としては1478年2月7日を採用するJ29lことから出

発する。第2章「ヒューマニズム探求から共産主義的『ユートウピア」へ」では，こ

れまでに発表した論文「トマス・モアの『リチヤード3世史」の政治的傾向J30l(1971 

年). rトマス・モアの生涯と作品J31l(1973年). rトマス・モアの「リチヤード3世

史J32l(1974. 76年)の成果が整理され，第3章「ユートウピア」には.1965年の論文

「トマス・モアの『ユートウピア』の論述における 1つの傾向J3叫が生かされ，第4

章「ルターとの論争J.第5章「イギリス宗教改革者との論争」では.rトマス・モア

とへンリ 8世の宗教改革J34l (1960年)や「トマス・モアーーヒューマニストにして

政治家一一一」叩(1973年〉の分析が利用されている。こうして彼が『ソヴェト歴史百

科辞典』のくトマス・モア〉の項目で簡潔に性格づけた「ヒューマニスト，ユートピ

ア社会主義者，政治家J36lモアという多面的な姿の全容が描き出されることになる。

これは4分の 1世紀前にモアの生誕475年を記念して『ニューズ」誌に寄稿した「サ

ー・トマス・モア」で，戦前からの代表的なモア研究者ヴォノレギンが，対象を「ユー

トウピア』だけに限定し r彼はユートピア社会主義の父であり，その最大の代表者
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の1人と認められなければならない」叩と主張したそア像と比較すると，大きな発展

である。そしてこうした多面的なモア研究とL、う最近の研究動向は rトマス・モア

の思想的遺産と世界文化史におけるその意義の研究」を意図し， r生誕500年から準備

された論文集j38lとして1981年に出版された『トマス・モア1478-1978一一共産主義

的理想と文化史-.11制にも示されている。編者ノレーチェンプノレクの「トマス・モア

一一思想家そしてルネサンス的人間」からはじまり，オシノフスキー「ルネサンス・

ヒューマニズムの歴史におけるトマス・モアj，サプノレイキン r15世紀から16世紀初

頭のイギリス政治思想におけるヒューマニズム的個人主義についてj， ダロフェーエ

ヴァ「トマス・モアとジョン・スケルトンj，カレーヴァ「フランソワ・ラプレとトマ

ス・モア，小説「カ'ルガンチュアとパンタグリュエノレ』におけるヒューマニズムのユ

ートウピアj，コマローヴァ「シェイクスピアとトマス・モアj，カレーフ rrニュー・

アトランティス』と「ユートウピア.!Ij，モルドヴインチェフ「ヴァスコ・デ・キロー

ガとトマス・モアの『ユートウピアJj，プラーフスキン「スペインにおけるトマス・

モアj，チコリーニ r16-17世紀初頭のイタリアにおけるモアの『ユートウピア.!IJ，

クチェレンコ r17世紀フランスにおける『ユートウピアJj，ヴァッリチ「トマス・モ

ア『ユートウピア』の初期のロシア語訳の歴史にj，シチェークリ「社会主義の歴史

における「ユートウピア」の位置をめぐる論争に寄せて」という記念祭における報告

を中心として，モアからドルプ宛ての1515年10月21日づけの手紙(カガンの序文と訳〉

とアンヂェルソン r19世紀初頭のオウエン主義出版物に現われた『ユートウピア.!IJ

を資料として付けている。

1918年，レーニンの提案で，クレムリンの城壁ぞいのアレクサンドロフスキー公園

に建てられたオベリスクに，マノレタス・エンゲノレスの名前と並んで，ユートピア社会

主義者トマス・モアの名前が真中に刻まれω，モアを「ユートピア社会主義の父」と

するカウツキーの古典的研究『トマス・モアと彼のユートウピア』のロシア語訳<1lを

その数年後に出版したソヴェトの伝統のなかで，生誕500年記念をめぐる最近の研究

は，ヒューマニズムを強調しつつ多彩なモアの全体像への接近を行なうものとして，

研究史のうえで新しい段階にはいったものといえるであろう。

1) Marc'hadour， G.:‘Thomas More's birth， 1477? or 1478?' Moreana， Vol. 
XIII， No.53， 1977. p.6. この論文は， 日本トマス・モア協会の機関誌「トマ

ス・モア研究』第8号， 1977に転載・訳出されている。

2) Moreana， Vol. XIII， No.53， 1977. p.33.以下の各国における行事について
は，Moreanaの No.54，55-56， 59-60， 62， 63， 65-66.および「トマス・モ

ア研究J第8，9・10号参照。
3) Thought， Fordham University Quarterly. Vol. LII， No.206， 1977. <<St. 
Thomas More Quincentennial Issuell. 
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4) この国際会議の報告・行事についてはIiトマス・モア研究』第8号，報告の
要旨については Moreana，No.58.を参照。

5) このモア展とその出版物 Trapp，J. B. and H. S. Herbruggen: 'The King's 

Good Servant' Sir Thomas More 1477/8ー1535，1978.については，田村秀夫

「トマス・モア生誕500年記念JIi学鐙.1Vol. 75， No.6， 1978.参照。このモア展
と関連する出版物には，ほかにつぎの 2点、がある。 Cox，A. : Sir Thomas More， 

1977; McConia， J.: Thomas More， 1977.なお，モア生誕500年を記念する出

版物のなかで，もっとも注目すべきものは，過去80年間に出版された重要論文を
中心に約50篇の論文を集めたものがアメリカで出版された。 Marc'hadour，G. 

and R. Sylvester (eds.): Essential Articles for the Study of Thomas More， 
1977. 

6) この国際会議のプログラムは「トマス・モア研究』第9・10号，参照。

7) ケンブリッジでの講演 Porter，H. C.: Erasmus and Cambridge; Elton， G. 

R.: More as anti聞Utopian;Hurstfield， J.: More as Utopian. は「トマス・
モア研究」第8号に収録され，プリュージュにおける Marc'hadour，G.: Thomas 

More and Bruges.も第9・10号に訳出されている。

8) Milward， P.:‘More Pilgrimage from Japan' Moreanq， Vol. XV， No.50 
60， 1978. p.99. 

9) 沢田昭夫・田村秀夫・ P・ミルワード編『トマス・モアとその時代」研究社，

1978. 

10) 日本イギリス哲学会監修〈イギリス思想研究叢書> I.田村秀夫編「トマス・

モア研究」御茶の水書房， 1978;塚田富治「トマス・モアの政治思想」木鐸社，

1978 ;田村秀夫『ユートピアの成立ートマス・モアの時代」中央大学出版部，

1978 ;田村秀夫『増補イギリス・ユートウピアの原型」中央大学出版部， 1978; 

沢田昭夫訳「ユートウピア』中公文庫， 1978.その他の論文などの文献について

は， Iiトマス・モア研究』第9・10号， pp.62-66.参照。なおその編者沢田昭夫

教授には邦語文献を網羅した書誌的研究「日本におけるトマス・モア研究J(1)， 

(2). NANZAN REVIEW， No.6， 7， 1970， 1971.があり， 田村秀夫編『トマ

ス・モア研究』の包括的な文献目録のうち VIIJapanese W orks.は，この優れ

た研究成果を継承・発展させたものである。

11) このシンポジウムの全容は， Ii社会思想史研究」第2号，ミネルヴァ書房， 1978. 

に収録されている。

12) 同上，第1号， 1977。沢田昭夫「戦後の欧米におけるそア研究J;田村秀夫「ソ

ヴz トにおけるトマス・モア研究J;伊達功「日本におけるモア研究」を掲載し

ている。
13) OCIIHOBCKII員， 11. H.: TOMac Mop-ryMaHlIcT II IIOJIIITIIK. “HOBa耳目
HOBe白凶allIICTOplIlI"， NQ 2， 1973. CTp. 115. 

14) OCIIHOBCKIIII， 11. H.: 06 1I3yQeHIIII HaCJIe瓦1I1I TOMaca Mopa B cOBpe-
MeHHO員6yp)Kya3Ho品目CToplIorpaφIIII.B KH.: l1CTOplIlI cou.lIaJIIICTII可eCKIIX
Y可eHII晶， ITp06JIeMbI IICTOplIOrpaφIIII.“HayKaぺM.1977. CTp. 142ー 165.
15) OCIIHOBCKII白， 11. H.: TOMac Mop II ero <<YTOIIIIl!>>. B KH.: YTOIIIIH. 

ITepeBOJJ: C JIaTIIHCKoro 10. M. KaraH~ “ HayKa "， M. 1978_ CTp. 7. 
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16) KaraH， 10. M.: 0 nepeBO瓦eHa pyCCKH誼H3blK<<YTonHH>> TOMaCa Mopa. 
TeTpa瓦HnepeBO江司HKa.Bbln. 16， 1979. CTp. 30. 
17) PyTeH6ypr， B. 11.: TOMac MOP-MblCJlHTeJlb H司eJlOBeKB03pOlK疋eHHH.
B KH.: TOMac Mop 1478-1978， 1981. CTp. 5. BblHOCKa 4.なお2つの会議
のうち，モスグワのものについては，下記の紹介記事がある。 CTaM，C. M. H 

匁6pOBa，M. M.: KOHゆepeHllHH，nocBHmeHHaH TOMacy Mopy. B KH.: 
Cpe，l{HeBeKOBbl量ropo瓦.MelKBy30BCKH蹟Hay'lHbI員C60PHHK，Bbln. 5. 113瓦・
BO CapaTOB. YH'Ta， 1978， CTp. 189-192. 
18) TaM lKe. CTp. 5. 

19) KapeBa， B. B.: <<YTonHH>> Mopa B npe，l{peBOJl即日目OHHO員 φpaHllHH.
HOBaH H HOBe晶lIIaHHCTOpHH. BbIIT. 3， 1978. CTp. 70-78. 
20) TOMaC Mop: YTOnHH. I1epeBo瓦 CJ1aTHHCKoro 10. M. KaraH， KOM' 
MeHTapHH 10. M. KaraH H 11. H. OCHHOBCKoro， BCTynHTeJlbHaH CTaTb耳
目.H. OCHHoBcKoro.“HayKa"， M.1978. 
21) KaraH， 10. M.: TaM lKe. CTp. 30.最初は英語版からのルッソーの仏訳の重
訳が1789年と1790年に出版され.ラテン語原典からの翻訳は1901年にタルレによ

り， 1903年にゲンケリにより行なわれた。ソ同盟になってからは，ゲンケリの訳

が1918年にベトログラードで，また1923年にはハリコフで出版された。ついでマ

レインの訳が1935年と1947年に科学アカデミーから出版され，ベトロフスキーの

改訂版が1953年にモスクワで出版された。最後のものは1971年に《世界文学叢書
シリーズ》の一冊として公刊されている。

22) OCHHOBCKH晶， 11. H. : TOMac Mop， yTO日間eCKH晶KOMMyHH3M，ryMaHH3M， 
peφOpMallHH.“HayI{a"， M.1978. 
23) TaM lKe， CTp. 3. MapKC K. H 3HreJlbCφ. Co司.， T.22， CTp.21. 

24) OCHHOBCKH誼， 11. H.: TOMaC Mop B aHrJlH晶CKO品目CTopHorpaφHHXXB. 

“Cpe瓦HHeBeKa "， Bbln. 21， M. 1962， 113，1{・ AHCCCP， CTp. 262ー274.

25) OCHHOBCKH量， 11.H.:“YTonHH" TOMaCa Mopa H ee KpHTHKH. BOnpOCbl 
HCTOpHH， M 7， 1968. CTp. 67-84. 
26) Ossinovsky， 1.: Thomas More's Utopia in Russia. Mureana， No.22， 1969. 
pp.33-38. 

27) Ossinovsky， 1.: Rare Editions of More's Works in the USSR. Mureana， 
No.25， 1970. pp.67-74. 
28) OCHHOBCK班員， 11. H.: TOMac Mop.“HayKa"， M.1974. 
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